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　学習院大学の東洋文化研究所は、かねて韓国・朝鮮研究の重要性を認識し、関係プロジェクトを企画推進して、
これまで大きな成果をあげてきた。幸いにも、朝鮮戸籍大帳の調査研究もながらくその一環として認められ、そ
の間にえられた知見の一端は「調査研究報告」四冊に盛りこみ報告してきたが、このたびは本学が所蔵する朝鮮
戸籍関係書冊、全152冊の目録を一括して整理し、これを中心として「調査研究報告」No．52を刊行する運びと
なった。これで、「朝鮮戸籍大帳の基礎的研究」プロジェクトは完了する。
　基礎的研究の終了は「調査研究報告」No．51でのべ、関連して言うべきことは既にふれたっもりであるが、あ
えて付言すれば基礎的研究の前提ともなり、主要な目的の一つとしたのは関係書冊の調査であり、目録の作成で
あった。朝鮮戸籍大帳の概略は「調査研究報告」No．13で、また丹城・鎮海両縣の目録は「調査研究報告」No．27
で報告したが、それは全体の一部にすぎず、またそのあと新しい進展もみられた。
　新しい進展というのは、関係書冊のマイクロフィルム化が東洋文化研究所のプロジェクト事業の一環として実
現し、新たにリール番号が決められたことである。リール番号は戸籍大帳の検索にさいして必要である。そこで、こ
のたび本目録を作成するに当たって、新たにリール番号等を付し、また収録対象を朝鮮戸籍大帳の全冊だけでな
く、本学所蔵の新式戸籍関係書冊の全体にひろげ、あらためて共通の書式で統一して、第一編と第二編において
これらを整理し集成した。調査研究の最初から考えていた全目録の集成は、本冊の刊行によって実現されること
になる。
　また、本冊を上梓するに当たり、井上和枝氏の第三編「最近の戸籍大帳および戸籍関連研究の動向」、第四編
「朝鮮戸籍の研究文献目録（3）」、そして第五編「朝鮮戸籍影印本目録」の、3編を収めることができた。それら
は表題に即して、おのおの2002年までの研究動向をよく把握し、それに対応する各種の文献目録を網羅してい
て有用である。またそれは調査研究の当初から目指した目的にかなうものであって、いま調査研究を締めくくる
に当たって、まことに相応しい報告となった。同氏にふかく感謝したい。
　最後に補足しておきたいのは、戸籍関係書冊の一連の受入れ情況である。これに関連して、「調査研究報告」
No．13に拙文「学習院蔵戸籍大帳の来歴存疑」を草し、受入れは明治42年（1909）11月14日、同年12月11
日の二日、二回に分けて登録されたこと、受け入れ総数は計201冊にのぼり、のち50余冊（正確には49冊）が
紛失したこと等を記しておいた。そのうち河かおる氏が行なった調査によれば、学習院大学図書館の原簿では初
回の受入れは22冊、登録番号は51650～51671、〆て二十二圓也、二回目は179冊、51820～51998、百四十
圓也であり、受入先はともに酒井藤兵衛なる人物であった。
　さらに検討するに、初回受入れ書冊のうち登録番号が確認され、かつ現存する9邑の全19冊は、みな道光二
年（1822年、2冊）、同五年（16冊）、同八年（1冊）に属していて、各邑大帳の最古部に限定される。これには、
このたび登録番号51661と確定できた安義縣大帳1冊（整理番号055）も加えてある。以上の事実から察するに、
酒井はまず各邑の最古層に属する大帳22冊を選び、それらをサンプルとして持ちこんだ。それに成功した後、
今度は新式戸籍をもふくめて、あらためて二回目の大量冊数の納入が実現したのである。
　さらに、紛失した49冊について精査するに、当初は少なくても、昌寧縣の大帳は6冊（現存のものと合わせ
て20冊）、晋州牧は8冊（計17冊）、河東郡3冊（計12冊）、安義縣6冊（計20冊）、丹城縣1冊（計26冊）、
漆原縣1冊（計13冊）、鎮海縣4冊（計18冊）、新式戸籍書冊は11冊（計41冊）を数えたはずである。また、
表紙等の破損のため、登録番号未確i認の書冊が現存することからみて、その大部分は受入れ登録の後、また昭和
二年より後、おそらく第二次大戦中の紛失とおもわれる。24％強の欠損は、思えばまことに残念というほかない。
　いま、調査研究が完了するにさいして、学習院大学の東洋文化研究所と図書館をはじめ、共同して調査研究に
あたった戸籍大帳研究会のメンバーや、内外の多数の関係各位にたいして、あらためて深謝したい。
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